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ユース代表インタラクティブ・ダイアログ
INTERACTIVE DIALOGUE WITH YOUTH REPRESENTATIVES 

ユース代表インタラクティブ・ダイアログの概要

✔ CSW67（2023年度）にて初めて国連CSWの公式会合として認められた

¡ 開催日時：2024年3月14日（木） 15:00-18:00（EDT）

¡ 優先テーマ：ジェンダーの視点からの貧困撲滅、機構強化、資金動員によるジェンダー平等達成と女性
・女児のエンパワーメントの加速（政府訳）

¡ 目的：貧困課題への取組みにおけるユースの役割について検討し、各々の経験や知見、教訓、グッド・
プラクティスについて共有し合うことで、ジェンダーの視点に基づく機構づくりや資金調達の強化に繋
げること

¡ 内容： 国連加盟国のユースが任意で集い、 前半に代表のユース5名によるパネルディスカッションが行
われ、後半に各国のユース代表を含む形でオープンディスカッションが実施された

¡ オープンディスカッションでの発言を希望する場合は、各席に設置されている指定のマイクのボタン
を押し発言の意志表示をする必要がある

¡ 議長より自国の国名が呼ばれた者には３分間のステートメントを残す権限が付与される



日本政府代表団ユース代表としてのスピーチの概要 １／２

「代表性」の概念の再考の必要性を主張

¡ 日本の現在の閣僚の平均年齢は63.5歳

¡ 衆議院における女性の政策立案者の割合は僅か10.4％

多様なニーズや経験を真に理解しているとは言えない現状の意思決定者たち

¡ 日本をはじめとする多くの国・地域における政治分野での意思決定は、殆どの
場合、高齢のシスジェンダー*、異性愛者の男性によって担われている

¡ これらの政治的指導者が、貧困や周縁化されたコミュニティに生きる女性や、
LGBTQI＋の人びとが直面する課題、残存する植民地主義の影響にさらされる
人びとに共感できるのだろうか

* シスジェンダー：出生時に割り当てられた性別と性自認が一致している人

ステートメント発表中の様子（1:58:30~）
(出典: UN Women Advocacy & Innovative Lead)

https://webtv.un.org/en/asset/k1j/k1jahbwjnk


日本政府代表団ユース代表としてのスピーチの概要 ２／２

「代表」を単なる形式的なリーダーではなく

             「変革の促進要因」として捉え直すことが必要

¡ ビザの発給拒否、紛争、資金不足、障がい、ケア労働への従事など
により意思決定の場から間接的に排除されているマイノリティの方
々が、指導的地位に就くことができるように経済的支援策を講じる
ことが必要がある

¡ 本来であれば、このようなマイノリティの方々が「変化の担い手」
として、政策立案過程に携わるべき主体である他の加盟国のユース代表との記念写真



今後に向けて

¡ ジェンダー平等にかかる議題は、常に優先事項である

¡ 「人権」の観点より、政治的イデオロギーにかかわらず推し進める必要がある

¡ 第68回CSWの優先テーマより、CSWユース派遣において政府からの経済的支援が必要である

¡ 主要な意思決定の場から排除される若年層を意思決定の場へ！

¡ 日本における被選挙権年齢の引き下げを求めます！

¡ 日本の政治分野における法律型のジェンダー・クオータ制の導入を求めます！

¡ CSWユース協議会主催「CSW68ユース報告会」
¡ 日時：2024年9月29日（日）15:00〜17:00

¡ 実施形態：オンライン（zoom）

¡ 目的：CSW68参加ユースによる報告、国内でのCSWの認知度向上、CSW69以降の参加者への情報共有（引き継ぎ）

¡ 応募リンク：https://forms.gle/fBueoRP6jgvWwU8V7（応募締切日：2024年9月28日）

https://forms.gle/fBueoRP6jgvWwU8V7





